
 

 

 

 

注目の機能: Google スライドの Q&A 機能 
Google スライドでのプレゼンテーション中に、相手からの質問の受け付け

が可能に 

 

 場所を選ばず作業できる 
Google スプレッドシート モバイルアプリで画像への対応を強化 
最新の Android 版 Google カレンダー アプリで、電話会議への参加が簡単に 
オフライン時でも、モバイルで Google ドキュメント、スプレッドシート、

スライド ファイルを開く操作が簡単に 

 

 

 

シンプルな使い勝手 
ブラウザの Google カレンダー予定通知機能で、作業を中断することなく

予定にも留意 
ウェブ版 Google カレンダーで、予定の開催場所が一目でわかるように 
スプレッドシート上のグラフをドキュメントやスライドに埋め込み、 
ワンクリックで更新可能に 

 

 

 

ビジネス対応 
新しい Google コンタクトのプレビューで連絡先のインポート機能が

利用可能に 
管理コンソールのレポートの検索とフィルタ機能を改良 
Google BigQuery と Google ドライブの統合 
2048 ビット DKIM キーを使用した Gmail のデジタル署名 
自社開発アプリと Google アプリ間の新しいデータ統合方法 
Gmail のデータ損失防止に向けた新しい定義済み検出子 
管理コンソールから管理対象端末の重要なアクティビティを監視 

 

 

 

Google Apps についてのその他のお知らせ  
Google Apps ラーニング センターが新たに 6 つの言語で利用可能に 
Google for Work Connect（GWC）: Google Apps 管理者のコミュニティ 
YouTube の ​The Apps Show 
Google Apps 管理者向けの最新情報​についての動画 

 
 
より良いニュースレターをお届けできるよう、​ご意見​をお聞かせください。 

 
-Google Apps チーム 

2016 年 6 月 1 日 
 
 

 
  

 

https://docs.google.com/a/google.com/forms/d/19AJmnJuG_JWdOTSf0B_kL1DFemE8bbkJbZ42Iz6uDx0/viewform


 
注目の機能: Google スライドの Q&A 機能 
Google スライドでのプレゼンテーション中に、相手からの質問の受け

付けが可能に 

 
リリース日: 2016 年 5 月 4 日      ​ 組織で共有                                                                         - ​トップへ戻る​ ​- 

 
最新情報​: プレゼンテーションの経験に長けた方であれば、双方向に進めていく方法が効果的であること

はよくご存知のことと思います。そこでこのたびのリリースでは、Google スライドでのプレゼンテー

ション中に相手に質問や投票をしてもらうことで、より効果的に聞き手を話に引き込むことができるよう

になりました。 
 
こちらの動画​（英語）では、Google Science Fair のグランプリ受賞者 Shree Bose さんが、この Q&A 機能を

実際に使って 200 人の中学生グループからの質問に答える様子を見ることができます。 
 

 
 
スライドの Q&A 機能をご利用の際は、次の点にご注意ください。 

● この機能は、​デスクトップ パソコン​、​Android モバイル端末​、​iOS モバイル端末​でご利用いただけます。 
● この機能は、プレゼンターがスライドのプレゼンテーションに対し編集またはコメント権限がある

場合のみ使用できます。 
● 既定の設定では、ドメイン内のユーザーであれば誰でも質問を送信できます。組織が外部との共有

を許可している場合は、外部のユーザーでも質問を送信できるよう設定することも可能です。 

Google スライドでの質問の受け付け、送信、確認方法について詳しくは、​ヘルプセンター​をご覧ください。 
 
なお、今回のリリースでは、Q&A 機能以外にも下記の機能を新たにご利用いただけるようになりました。 

● ウェブ版の Google スライドでは、マウスをレーザー ポインタとして使用できるようになりました。

ツールバーからレーザー ポインタ オプションを選択してマウスを動かすと、カーソルを合わせた場

所にレーザーのような赤い点が表示されるので、プレゼンテーション中に注目してほしい場所をそ

の都度知らせることができます。 
 

● iOS 版スライド アプリでは、新しいハングアウトを開始した場合や、Google カレンダーに設定済み

の会議において、プレゼンテーションを表示できるようになりました。​詳しくは​ヘルプセンター​を
ご覧ください。 
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http://g.co/slides/qandavideo
http://www.google.com/intl/ja/slides/about/
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.google.android.apps.docs.editors.slides&referrer=utm_source%3Dslides_qa%26utm_campaign%3Dslides_qa&hl=ja
https://itunes.apple.com/jp/app/apple-store/id879478102?mt=8
https://support.google.com/docs/answer/6386827?hl=ja
https://support.google.com/docs/answer/1696787?hl=ja


 
場所を選ばず作業できる 
Google スプレッドシート モバイルアプリで画像への対応を強化 

 リリース日: 2016 年 5 月 4 日      ​ 組織で共有                                                                         - ​トップへ戻る​ ​- 

 
最新情報​: 会社のロゴなどの画像は、スプレッドシートの仕上がりを大きく左右します。このため、

Google スプレッドシート モバイルアプリがサポートする画像と図形描画機能について、次の改善を

行いました。 
 

● iPhone または iPad 上のスプレッドシート アプリで、画像と図形描画を表示できるようにな

りました。 

 

● これまで Android 版のスプレッドシート アプリでは、固定されたセルには画像を表示できま

せんでしたが、このたび、行や列が固定されている場合でも、画像や図形描画を表示できる

ようになりました。 

 
 
Google スプレッドシート アプリは ​App Store​ と ​Google Play​ からダウンロード可能です。 
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https://itunes.apple.com/jp/app/google-sheets/id842849113?mt=8
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.google.android.apps.docs.editors.sheets&hl=ja


 

最新の Android 版 Google カレンダー アプリで、電話会議への参加が簡単に 

 リリース日: 2016 年 5 月 11 日      ​ 組織で共有                                                                        - ​トップへ戻る​ ​- 

 

最新情報​: Android 版 Google カレンダー アプリのアップ

デート版を、Google Play からダウンロードいただけるよ

うになりました。 
 
この最新版のアプリでは、電話会議に参加する際に、

Google カレンダーに自動的にパスコードが追加されるよ

うになりました。カレンダーの予定から会議の電話番号を

タップすると、主催者や参加者に割り当てられたパスコー

ドを選ぶ画面が表示されます。 
 
注​: Google カレンダーは、カレンダーの予定の場所または

メモ欄からパスコードや会議 ID を検出します。情報を検

出できなかった場合には、これまでどおり、電話会議に参

加する際のパスコードや会議 ID を手動で入力する必要が

あります。 
 
最新の Google カレンダー アプリは ​Google Play​ から 
ダウンロード可能です。 
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https://play.google.com/store/apps/details?id=com.google.android.calendar&hl=ja


 

 

オフライン時でも、モバイルで Google ドキュメント、スプレッドシート、 
スライド ファイルを開く操作が簡単に 

 リリース日: 2016 年 5 月 18 日      ​ 組織で共有                                                                        - ​トップへ戻る​ ​- 

 

最新情報​: スマートフォンを使って外出先で作業している

と、インターネットの接続が不安定になることがあるかと

思います。そのようなときに限って、​オフライン時に使用

できる​ように設定していなかったファイルにアクセスした

いということが得てして起こります。そこでこのたびのリ

リースでは、オフライン時でも Android 端末や iOS 端末上で 
Google ドキュメント、スプレッドシート、スライド ファイ

ルを簡単に開けるよう、機能を改善しました。 
 
最新版のドキュメント、スプレッドシート、スライド アプ

リでは、ファイルがモバイル端末に自動的に同期されるよ

うになったため、インターネットに接続していない場合で

も最新のファイルを開けるようになりました。ファイルが

更新された場合や、スマートフォンやタブレットのスト

レージ容量が足りなくなる場合、古いファイルは端末から

削除されます。各アプリのメニュー画面から [​端末内​] を選

択するだけで、どのファイルが端末に保存されているかを

確認したり、ファイルにアクセスしたりできます。この画

面には、自動で同期されたファイルと手動で同期された

ファイルの両方が表示されます。なお、手動で同期された

ファイルには、ピンアイコンではなくチェックマークが付

くようになりました。 
 
最新のドキュメント、スプレッドシート、スライド アプリ

は、​Google Play​ と ​App Store​ からダウンロード可能です。 

 

 

シンプルな使い勝手 
ブラウザの Google カレンダー予定通知機能で、作業を中断することなく予

定にも留意 

 リリース日: 2016 年 5 月 10 日      ​ 組織で共有                                                                       - ​トップへ戻る​ ​- 

 
最新情報​: このたび、Lab 機能の「控えめな通知」が、完全にサポートされることになりました。 
 
機能の概要:​ 「控えめな通知」を使うことで、次の会議予定の通知を受けながらも、別のタブで作業を続

けられるようになりました。「控えめな通知」は、Google Chrome のような ​Web Notifications​（英語）対

応のブラウザに搭載されている通知機能を利用して、ユーザーの作業を遮ってしまいがちなアラートを表

示することなく予定通知を行うことができるようにしたものです。 
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https://support.google.com/drive/answer/2375012?hl=ja
https://support.google.com/drive/answer/2375012?hl=ja
https://play.google.com/store/apps?hl=ja
https://itunes.apple.com/jp/genre/ios/id36?mt=8
https://www.w3.org/TR/notifications/


 

 

この新機能を使用するかどうかはユーザー自身で設定できますが、既存の Lab ユーザーに対しては自動的

に有効になっています。使用する際には、Google カレンダーの設定メニューからブラウザ通知を有効に

してください。 
 
詳しくは​ヘルプセンター​をご覧ください。 
 

ウェブ版 Google カレンダーで、予定の開催場所が一目でわかるように 

 リリース日: 2016 年 5 月 12 日      ​ 組織で共有                                                                       - ​トップへ戻る​ ​- 

 
最新情報: ​ウェブ版 Google カレンダーでは、[日] または [週] のビューに、予定されている会議などの開

催場所が表示されるようになりました。 
 
機能の概要:​ この新機能により、スペースさえ許せばカレンダー自体に予定の開催場所が表示されるように

なりました。そのため、毎回予定の詳細ページを確認する手間が省けるようになりました。たとえば下のカ

レンダーを見ると、「Global Sales Training（全社営業トレーニング）」が 43-1-R45 の建物で開催されるこ

とがわかります。 
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https://support.google.com/calendar/answer/37242?hl=ja


 

 
 

スプレッドシート上のグラフをドキュメントやスライドに埋め込み、 
ワンクリックで更新可能に 

 リリース日: 2016 年 5 月 18 日      ​ 組織で共有                                                                        - ​トップへ戻る​ ​- 

 
最新情報:​ データを示す際、グラフを使用すると視覚的にとらえやすくなり、説得力が増すことは周知の事

実です。特に仕事においては、内容を確実に伝えるために、同じグラフを複数のドキュメントやプレゼン

テーションで用いることもあるかと思います。その場合、グラフの内容に変更があると、すべてのファイル

でグラフを置き換えるという面倒な作業が発生し、時間も多くかかります。そこでこのたび、貴重な業務時

間を無駄な作業に費やすことを防ぐため、ドキュメントやプレゼンテーションを開いたままワンクリックで

グラフを更新できる機能をリリースしました。 
 
この機能を使うには、まず、ウェブ版の Google ドキュメントまたはスライドで ​[挿入] > [グラフ]​ をクリック

します。新しいグラフを挿入するか、[​スプレッドシートから​] を選択してグラフを追加します。[​スプレッド

シートにリンク​] チェックボックスをオンにしておけば、Google スプレッドシート上の該当のグラフに変更

があった場合、ワンクリックでグラフを更新するオプションが表示されます。このような特定のグラフに対

する更新情報を受け取りたくない場合は、リンクを解除しておきます。コピーしたグラフをドキュメントや

プレゼンテーションに貼り付ける場合にも、同じ機能が利用できます。 

 
なお、リンクされたグラフのインポートまたは更新機能は、ドキュメント、プレゼンテーションまたはリン

ク元のスプレッドシートに対して共同作業者が編集権限を持っている場合にのみご利用いただけます。 
 
ドキュメントやスライド ファイルへのグラフの挿入に関して詳しくは、​スライドにグラフを追加する​、 
ドキュメントにグラフを追加する​の各ヘルプセンター記事をご覧ください。 
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https://support.google.com/docs/answer/7007196?hl=ja
https://support.google.com/docs/answer/7009814?hl=ja


 
ビジネス対応 
新しい Google コンタクトのプレビューで連絡先のインポート機能が利

用可能に 

 
リリース日: 2016  年 5 月 3 日    ​ 組織で共有                                                                           - ​トップへ戻る​ ​- 

 
最新情報: ​先日、管理コンソールの新しい Google コンタクトのプレビュー版について​発表​しました。

管理者がプレビューを有効にすることで、ユーザーは新しい Google コンタクトを使えるようになり、

新しい GUI や、インポートした連絡先の統合機能などを試せるようになります。 
 
Google Apps をご利用の皆様から最も多く寄せられた声の 1 つが、「Google コンタクトに連絡先を簡

単にインポートしたい」というものでした。そこで、​ShuttleCloud​（英語）というサードパーティの

サービスを使って、連絡先をインポートできるようにしました。 
 
管理者が行う設定 

● まず、​[アプリ] > [Google Apps] > [連絡先] > [詳細設定]​ で、ユーザーに対し [​コンタクトのプレビュー​] 
を有効にします。 

 

● 次に、[アプリ] > [Google Apps] > [Gmail] > [詳細設定] の [ユーザーメールのアップロード] も有

効にします。 

 
 
ユーザーのための使い方の概要 

● サポート対象のさまざまなメールや連絡先ソースから連絡先をインポート​できるようになりまし

た。 
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http://googleappsupdates.blogspot.com/2016/03/enable-new-google-contacts-for-your.html
http://www.shuttlecloud.com/
https://support.google.com/mail/answer/164640?hl=ja


 

● 新しい Google コンタクトのプレビュー版から、​[もっと見る] > [インポート]​ で、インポートしたいア

カウントを選択します。 
● アカウントのユーザー名とパスワードの入力を求められます。入力した情報が認証されると、 

連絡先のインポートが始まります。 

 
● CSV ファイルから連絡先をインポートする場合は、上記のダイアログ ボックスで [CSV または vCard 

ファイル] をクリックし、[以前のコンタクトを開く] をクリックして連絡先管理ツールでインポート

操作を続けます。 

 

管理コンソールのレポートの検索とフィルタ機能を改良 

 
リリース日: 2016 年 5 月 9 日     ​ 管理者向けの機能                                                               - ​トップへ戻る​ ​- 

 

最新情報: ​これまで皆様からお寄せいただいた

フィードバックをもとに、管理コンソールの

監査レポート​の検索とフィルタの機能を改良

しました。 
 
機能の概要:​ これまでは、レポートの [フィルタ] 画
面のいずれかの検索項目にクエリを入力すると、

フィルタ画面からカーソルが離れた時点で自動的

に検索が始まるため、しばしば混乱のもととなっ

ていました。 
 
そこでこのたび、検索をよりわかりやすく行える

ように、フィルタ項目の下に [​検索​] ボタンを追加

しました。今後、検索を開始するには、明示的に

このボタンをクリックする必要があります。この

機能により、より迅速かつ簡単に重要なレポート

を確認できるようになると考えています。 
 
詳しくは​ヘルプセンター​をご覧ください。 
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https://support.google.com/a/topic/6046029?hl=ja


 

 

 

Google BigQuery と Google ドライブの統合 

 
リリース日: 2016 年 5 月 10 日    ​ 組織で共有                                                                           - ​トップへ戻る​ ​- 

 
最新情報: ​Google BigQuery​ はサーバーを必要としない分析データ ウェアハウスで、ユー

ザーは使い慣れた SQL を使って大量のデータを分析し、重要なデータを得ることができ

ます。BigQuery はフルマネージド サービスのため、機能の追加やアップグレードが頻繁

に行われても、ダウンタイムやユーザー側の負担が生じません。今後も生産性や相互運

用性を高める機能を皆様に提供していくとともに、BigQuery 自体の使いやすさもより追

求していけるよう、チーム一丸となって取り組んでいます。 
 
今月は BigQuery と ​Google ドライブ​との統合を実現し、次のことができるようになりました。 

● BigQuery のユーザー インターフェースから ​Google スプレッドシート​にクエリの結果を直接保存 
● BigQuery にファイルをあらかじめ読み込まなくても、Google ドライブからファイルのクエリを

直接実行 
● BigQuery から、Google スプレッドシートで編集中のファイルのクエリを実行 

 
詳しくは、Google Cloud Platform Japan ブログの​投稿​をご覧ください。 

 

2048 ビット DKIM キーを使用した Gmail のデジタル署名 

 
リリース日: 2016 年 5 月 11 日     ​ 管理者向けの機能                                                               - ​トップへ戻る​ ​- 

 
最新情報: ​DomainKey Identified Mail（DKIM）​を Google Apps 管理者が設定できる機能を

発表​（英語）したのは 2011 年のことです。メールにデジタル署名を追加する技術であ

る DKIM を使うことで、メールの送信元ドメインが改ざんのない正しいものであること

を、受信サーバーが確認できるようになります。また、メールにデジタル署名を追加す

ることで、必要なメールが誤って受信側で迷惑メールに振り分けられる事態も減らすこ

とができます。 
 
なりすましの手法は日を追うごとに巧妙になり、1024 ビットの DKIM キーでは十分に安全を保証できな

くなっています。このため Google Apps では、2048 ビットの DKIM キーを使用してデジタル署名を追加

できるようにしました。ドメインから送信されるすべてのメールに対して、2048 ビットのキーを設定し

ていただくことを強くおすすめします。 
 
推奨 

● 現在 DKIM による Gmail のメール保護を行っていない場合は、管理コンソールから、2048 ビット 
DKIM を設定してください。手順については、​ヘルプセンター​をご覧ください。 

● 現在 1024 ビットキーで DKIM をご利用いただいている場合は、2048 ビットキーに対応しているかど

うかを DNS プロバイダに確認し、対応している場合は、ドメインキーをより安全な 2048 ビットの

ものに更新してください。 

重要: 2048 ビット DKIM キーは公開から 30 年以上が経っていますが、一部のドメイン登録事業者では対応

が進んでいません。このため、プルダウンから 1024 ビットキーを使用したメール署名も選択できるように

しています。 
 

自社開発アプリと Google アプリ間の新しいデータ統合方法 

 
リリース日: 2016 年 5 月 18 日    ​ 組織で共有                                                                           - ​トップへ戻る​ ​- 

 
最新情報:​ かつてのデスクワークといえば、紙の書類を作ることに終始するものでした。パソコンや生産

性向上ツールの登場によって少しは楽になってきたものの、さまざまなアプリケーションを使って同じ作

業を繰り返さなければならないことに変わりはありません。たとえば CRM アプリケーションからプレゼ

ンテーション用のスライドにデータをコピーして貼り付けたり、プロジェクト管理アプリケーションから
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https://cloud.google.com/bigquery/
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https://cloud.google.com/blog/big-data/2016/05/bigquery-integrates-with-google-drive.html
https://support.google.com/a/answer/174124?hl=ja
http://googleforwork.blogspot.com/2011/01/spam-takes-another-hit-email.html
https://support.google.com/a/answer/174124?hl=ja


手動でデータを書き出して内容を調整し、スプレッドシートに読み込み直したり、といった具合です。 
結局のところ、紙で行っていたことが電子化したにすぎないのです。 
 
そこでこのたび、アプリケーション間でデータをやりとりするわずらわしさをなくし、より効率的に仕事を

進められるように、3 つの新しい API をご用意しました。これで、データを必要に応じてどこでも取り出せ

るようになります。 
 
新しい Sheets API や Slides API とのシームレスな統合 
新しい API を使用することで、デベロッパー独自のアプリケーションとその内部のデータを、Google スプ

レッドシートや Google スライドとより綿密に連携させられるようになります。 
 
新しい Sheets API では、スプレッドシートのウェブ インターフェースやモバイル インターフェースで提供

されているグラフやピボット テーブルといった機能に、プログラムでアクセスできます。たとえば、アプ

リケーションのデータをスプレッドシートにプッシュし、そのデータをユーザーが共同編集して、更新され

たデータを元のアプリケーションに戻すことができるので、データをコピーして貼り付ける作業が必要なく

なります。 
 
Anaplan​（英語）、​Asana​（英語）、​Sage​（英語）、​Salesforce​（英語）、​SAP Anywhere​（英語）では早

速、新しい Sheets API を利用した興味深い統合を進めています。どのような機能を実現できるのかについ

て、​こちらの動画​（英語）で実際の統合例を交えて簡単に紹介していますので、ぜひご覧ください。 
 

 
 
新しい Sheets API は、既に提供を開始しています。デベロッパー用ドキュメントや、API の実際の使い方が

わかる Codelab については、​developers.google.com/sheets​（英語）をご覧ください。 
 
Sheets API と同様に、新しい Slides API を使用すると、プレゼンテーションをプログラムで作成、更新でき

るようになります。たとえば、データやグラフを Google スライドにプッシュし、他のアプリケーションの

ソースデータから見やすいレポートを作成してプレゼンテーションの資料として利用する、といったことが

可能です。 
 
Conga​（英語）、​ProsperWorks​（英語）、​SalesforceIQ​（英語）、​Trello​ の各社が、新しい Slides API を使用

して Google スライドとの統合を進めています。どのような機能を実現できるのかについて、​こちらの動画

（英語）で実際の統合例を交えて紹介していますので、ぜひご覧ください。 
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http://www.anaplan.com/
http://asa.na/sheets
http://www.sage.com/
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Slides API は数か月中に提供を開始し、それに続いて上記のパートナーが手がける統合機能も利用できるよ

うになる予定です。Slides API への早期アクセスをご希望の場合は、​developers.google.com/slides​（英語）

をご覧ください。 
 
新しい Classroom API でデータを常に同期 
Classroom API に新たな学習課題のエンドポイントが加わりました。教育機関向けのツールとワークフロー

を構築しているデベロッパーは、この API を利用することでデータを常に同期できるようになり、統合を強

化できます。Google for Education ブログのお知らせの全文は、​こちら​（英語）でお読みいただけます。 

 
 

新しい API をぜひご利用ください。 
 

Gmail のデータ損失防止に向けた新しい定義済み検出子 

 
リリース日: 2016 年 5 月 24 日     ​ 管理者向けの機能                                                               - ​トップへ戻る​ ​- 

 
最新情報:​ 今年の初めに、光学式文字認識やより柔軟なコンテンツ検出のしきい値の導

入など、Gmail のデータ損失防止（DLP）機能の強化を​行いました​。これにより世界中

の Google Apps Unlimited ユーザーが、誤ってデータを漏洩してしまうことのないよ

う、あらかじめ管理者の設定したコンテンツ ポリシーに基づいて、DLP を使用して自動

的に送信メールをチェックできるようになりました。 
 
今回のリリースでは、Gmail の DLP 機能をさらに強化するために、個人識別情報（PII）の定義済み検出子

を新たにいくつか追加しました。追加した検出子は次のとおりです。 

● メキシコ - パスポート番号 
● メキシコ - CURP コード 
● 韓国 - パスポート番号 
● スペイン - パスポート番号 
● ドイツ - パスポート番号 
● 米国 - パスポート番号 
● 中国 - パスポート番号 
● カナダ - パスポート番号 
● フランス - パスポート番号 
● 日本 - パスポート番号 
● 英国 - パスポート番号 

 
注: Gmail の DLP 機能は、​Google Apps Unlimited​ のお客様のみご利用いただけます。 
 
詳しくは​ヘルプセンター​をご覧ください。 

 

管理コンソールから管理対象端末の重要なアクティビティを監視 

 
リリース日: 2016 年 5 月 25 日     ​ 管理者向けの機能                                                               - ​トップへ戻る​ ​- 
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https://developers.google.com/slides/?hl=ja
http://goo.gl/KnCsBI
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最新情報:​ モバイル端末のセキュリティがますます重要になっている昨今、Google Apps 管理者の皆様が管

理対象の端末で発生する重要なアクティビティを確認できるよう、機能を改良したいと考えました。そこ

で、​Google モバイル管理​で管理されている iOS 端末と Android 端末上のアクティビティを確認できる、

「モバイル監査」をリリースしました。ここではモバイルアプリの変更、OS アップデート、端末設定の変

更といったアクティビティが記録されます。 
 
どのポリシーを有効にすべきか、あるいはどのような対応を行うかといった判断を行う際に、モバイル監査

のデータが参考になります。たとえばユーザーが端末を紛失した場合、これまでであれば、まず管理者とし

てできる対応は、その端末のデータをワイプすることくらいであったと思いますが、これからは、モバイル

監査で端末の監査記録を確認することで、さらに詳しく対応を検討できるようになります。たとえば、端末

へのログイン失敗やシリアル番号の変更などの疑わしいアクティビティを見つけたら、端末をワイプせずに

ブロックするのも 1 つの方法です。 
管理コンソールの [​レポート​] ページからすべての監査イベントを確認することができ、イベント名、

端末 ID、ユーザー名、日付と時刻でイベントをフィルタすることもできます。さらに、「アラート」

を設定しておけば、端末上で特定のアクティビティが発生した際に通知を受け取ることも可能です。 
 

 
 
モバイル監査の機能、および監査されるイベントの一覧については、​ヘルプセンター​をご覧ください。 
 
注: 

● 監査の対象となるのは、Google Apps Unlimited​ ライセンス（Google Apps for Education を除く） 
を契約しているユーザーのモバイル端末でのイベントのみです。 

● このリリースは段階的に導入され、数週間以内にすべての Google Apps Unlimited ユーザーが利用

できるようになります。 
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https://support.google.com/a/answer/1734200?hl=ja
https://support.google.com/a/answer/6350074?hl=ja
https://support.google.com/a/answer/6043385?hl=ja#appsupdateblog


 
Google Apps についてのその他のお知らせ 
Google Apps ラーニング センターが新たに 6 つの言語で利用可能に 

    ​ 組織で共有                                                                                                                                                                     - ​トップへ戻

る​ ​- 

 
最新情報​:​ ​Google Apps ラーニング センター​が更新され、新たにドイツ語、イタリア語、オランダ語、

ロシア語、韓国語、中国語（繁体）の 6 つの言語でも利用できるようになりました。新しいユーザーや

競合他社サービスから移行されたお客様に向けた各言語でのガイド、サービスのデータシート、ヒント

集、活用法のトップ 10 リストをぜひご覧ください。 
 

 
 
言語を変更するには、ページの下部までスクロールしてフッターにある [Change language] をクリック

するか、次の各言語のサイトへのリンクをユーザーにお伝えください。 
 

● 英語: ​https://apps.google.com/learning-center/  
● 中国語（繁体）: ​https://apps.google.com.tw/learning-center/ 
● オランダ語: ​https://apps.google.nl/learning-center/ 
● フランス語: ​https://apps.google.fr/learning-center/  
● ドイツ語: ​https://apps.google.de/learning-center/ 
● イタリア語: ​https://apps.google.it/learning-center/ 
● 日本語: ​https://apps.google.jp/learning-center/  
● 韓国語: ​https://apps.google.co.kr/learning-center/ 
● ポルトガル語（ブラジル）: ​https://apps.google.com.br/learning-center/  
● ロシア語: ​https://apps.google.ru/learning-center/ 
● スペイン語: ​https://apps.google.es/learning-center/  
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Google for Work Connect（GWC）: Google Apps 管理者のための公式

コミュニティ 

  ​ 管理者向けリソース                                                                                                                              - ​トップへ戻る​ ​- 

 

 

今すぐログイン​:​ ​Google for Work Connect（GWC）
には、Google Apps で仕事をより進めやすくするた

めのあらゆるリソースが揃っていますので、ぜひ​ロ
グイン​してみてください。他企業の IT 管理者や 
Google 社員と、おすすめの Apps 使用法について

ディスカッションしたり、不明点を質問するといっ

たことが可能です。また、​コミュニティ マネー

ジャーの Luis Vargas をフォロー​すると、最新情報

を毎週入手できます。 
 
最新情報:​ 5 月は引き続き 2016 年第 2 四半期エ

ディトリアル カレンダーに沿って、「​リソースの

効果的な管理​」方法や「​帯域幅を制限してハング

アウトを最適な環境で使用する​」方法（ともに英

語のみ）などのトピックを含む、4 つの新しい活 
用例を追加しました。 

5 月の「チェンジ マネジメント」ブログには、ゲストの Kate Johnson が「​共同編集という文化​（英語）」

を投稿してくれています。6 月には、ドキュメント、スプレッドシート、スライドのテンプレート、

Google Cloud Platform、Google ドライブの活用例をご紹介予定です。 
 

すべての Google Apps のお客様向け: The Apps Show を YouTube  
で毎週火曜日午前 11 時（米国太平洋標準時）に公開 

    ​ 組織で共有                                                                                                                                                                    - ​トップへ戻る 
- 

 

最新情報​: 5 月は引き続き、Google Apps を使用してよりシンプルか

つスマートに作業を進める方法を視聴者の皆様にご紹介しました。

Android for Work​ に関する番組では、個人用のモバイル端末から作

業することがいかに簡単になったかについて説明しました。また、

Chrome for Work と Android for Work のディレクターに​インタ

ビュー​し、現時点および今後に向けた Google の構想について話を

聞きました。 

皆様によりスマートに、より迅速に作業していただけるよう、​Google テンプレート​に関する番組もご紹

介しました。ここでは本格的でデザイン性の高いテンプレートを使って新しいドキュメントを効率よく

作成する方法についてご覧いただけます。なお最後になりますが、Inbox に切り替えるか、Gmail を使用

し続けるか迷われている場合には、​Inbox と Gmail についてのエピソード​をご覧いただくと、仕事の生産

性を高める上でどちらのアプリがより効果的かを判断する際の参考になります。 
 
皆様にお願い​: ご覧いただいたエピソードの中に役に立つものがありましたら、ぜひ皆様の友だちや職場

の皆様にもお知らせください。The Apps Show の ​YouTube 再生リスト​や​エピソード ギャラリー​（英語）

をぜひブックマークに登録し、最新情報をご確認ください。 
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https://connect.googleforwork.com/community/customers/?utm_source=WhatsNewJuly15Recap&utm_medium=referral&utm_campaign=JoinGWC
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https://www.youtube.com/playlist?list=PLU8ezI8GYqs7tAIAv9qFoYM7F02L251Ai
https://apps.google.com/apps-show/#/


Google Apps 管理者向けの最新情報の動画 

  ​ 管理者向けリソース                                                                                                                                                    - ​トップへ戻る​ ​- 

 

最新情報:​ ​Google Apps 管理者向けの最新情報についての

動画では、前月にリリースした Google Apps 管理者向けの

すべての機能をまとめて紹介しています。ご自由に閲覧・

共有を行っていただけます。 
 
使い方​: ​ ​YouTube の再生リスト​をブックマークに登録し、

毎月の新着動画をチェックします。「新機能」サイトの

アーカイブ​ですべての録画をご覧いただけます。 

ニュースレターをお読みいただき、ありがとうございました。 
より良いニュースレターをお届けするために、ぜひ皆様の​ご意見​をお寄せください。 
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http://www.youtube.com/playlist?list=PLU8ezI8GYqs4NSPPqm9hkdWPziVh_O3EC
http://www.youtube.com/playlist?list=PLU8ezI8GYqs4NSPPqm9hkdWPziVh_O3EC
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